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Ｊ
Ｒ
笹
原
駅
横

の
踏
切
の
遮
断

時
間
短
縮
の
検

討
に
つ
い
て
伺

う
。

Ａ　

警
報
開
始
か
ら
列
車
到
達
ま
で

の
時
間
は
、
鉄
道
営
業
法
に
基
づ
く

省
令
の
解
釈
基
準
に
標
準
的
な
時
間

が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
遮
断
機
が
上

が
る
ま
で
の
時
間
は
、
省
令
の
趣
旨

を
踏
ま
え
鉄
道
会
社
が
決
め
て
い
る
。

地
域
交
通
へ
の
要
望
は
県
や
市
町
村

な
ど
で
構
成
す
る
「
福
岡
県
地
域
交

通
体
系
整
備
促
進
協
議
会
」
で
協
議

し
、
必
要
に
応
じ
交
通
事
業
者
に
要

望
し
て
い
る
。
笹
原
駅
横
の
踏
切
に

つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者
の
福
岡
市

へ
伝
え
、
市
の
意
向
を
確
認
し
た
い
。

子
ど
も
た
ち
に

「
命
の
大
切
さ
」

を
育
む
取
り
組

み
に
つ
い
て
教

育
長
に
問
う
。

Ａ　

命
は
身
近
に
あ
る
が
、「
生
き

て
い
る
こ
と
」
の
素
晴
ら
し
さ
を
感

じ
る
の
は
難
し
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、

教
師
と
児
童
が
共
に
考
え
、
命
の
尊

さ
に
つ
い
て
自
覚
を
深
め
る
こ
と
が

大
切
。
ワ
ン
ヘ
ル
ス
推
進
行
動
計
画

の
事
業
と
し
て
、
小
学
校
で
「
学
校

動
物
飼
育
の
た
め
の
支
援
事
業
」
を

実
施
し
、
学
校
が
獣
医
師
に
直
接
相

談
で
き
る
体
制
を
整
え
、
日
常
的
な

動
物
と
の
触
れ
合
い
で
「
命
を
大
切

に
す
る
心
」
の
育
成
を
支
援
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
体
験
学
習
を
教
育

活
動
全
体
を
通
じ
て
進
め
て
い
く
。

県
全
体
の
マ
ン

シ
ョ
ン
管
理
適

正
化
を
目
指
す

た
め
、
市
に
対

し
て
今
後
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

行
う
か
伺
う
。

Ａ　

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
適
正
化
法

上
、
市
の
区
域
で
は
市
が
適
正
化
を

図
る
た
め
の
計
画
作
成
が
で
き
る
。

こ
の
計
画
に
よ
り
、
管
理
不
十
分
な

管
理
組
合
に
助
言
な
ど
を
的
確
に
行

え
る
。
ま
た
、
適
正
な
管
理
を
行
う

マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
計
画
の
認
定
も

可
能
に
な
り
、
認
定
し
た
マ
ン
シ
ョ

ン
の
公
表
は
、
市
場
価
値
の
向
上
に

つ
な
が
る
。
県
と
し
て
は
、
市
が
円

滑
に
計
画
を
作
成
で
き
る
よ
う
、
実

態
把
握
の
方
法
等
に
つ
い
て
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
作
成
な
ど
で
支
援
し
た

い
。

Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ

ン
ド
交
通
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
へ
の
導
入
に

つ
い
て
伺
う
。

Ａ　

デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
り
運
行

の
効
率
化
と
利
便
性
の
向
上
が
図

ら
れ
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

へ
の
導
入
を
支
援
し
て
い
る
。
市
町

村
に
対
し
、
優
良
事
例
を
紹
介
す
る

研
修
会
や
シ
ス
テ
ム
提
供
事
業
者

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
機
会
の
創
出
、
導

入
費
の
助
成
等
を
行
っ
て
い
る
。
現

在
、
県
内
の
９
市
町
で
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ

マ
ン
ド
交
通
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、

今
後
も
拡
大
に
向
け
て
支
援
す
る
。

筑
紫
地
区
に
つ
い
て
は
、
県
と
５
市

に
よ
る
会
議
で
、
広
域
で
の
運
行
を

含
め
た
導
入
に
つ
い
て
協
議
し
て

い
く
。

子
ど
も
た
ち
が

伝
統
文
化
を
体

験
し
な
が
ら
学

ぶ
機
会
の
充
実

に
つ
い
て
、教
育
長
の
見
解
を
伺
う
。

Ａ　

小
中
学
校
で
は
、
専
門
家
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
得
な
が
ら
、
体
験
を
通

じ
て
茶
道
・
華
道
な
ど
の
伝
統
文
化

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
の
意
義
や
効

果
、
各
学
校
に
お
け
る
取
り
組
み
の

好
事
例
を
ま
と
め
、
市
町
村
へ
周
知

し
取
り
組
み
を
促
す
。
県
立
高
校
で

は
、
教
員
に
よ
る
指
導
が
難
し
い
茶

道
・
華
道
に
つ
い
て
専
門
的
な
技
術

指
導
力
を
備
え
た
講
師
を
学
校
に
招

き
、
生
徒
が
体
験
を
通
じ
て
学
ん
で

い
る
。
今
後
と
も
伝
統
文
化
を
学
ぶ

機
会
の
充
実
に
取
り
組
む
。

「
ツ
ー
ル
・
ド
・ 

九
州
２
０
２ 

３
」
大
会
を
活

用
し
て
、
ど
き

ど
き
う
ど
ん
や
小
倉
牛
等
の
小
倉
の

魅
力
あ
る
県
産
農
林
水
産
物
・
加
工

品
を
Ｐ
Ｒ
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ　

注
目
を
集
め
る
同
大
会
は
、
県

産
農
林
水
産
物
や
そ
の
加
工
品
な
ど

の
Ｐ
Ｒ
に
は
絶
好
の
機
会
で
あ
る
。

県
と
し
て
は
大
会
の
開
催
に
合
わ
せ

て
「
ふ
く
お
か
地
産
地
消
応
援
の

店
」
な
ど
で
フ
ェ
ア
を
開
催
し
、
そ

の
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
。
ま
た
ワ

ン
ヘ
ル
ス
認
証
農
林
水
産
物
等
を
紹

介
し
、
食
べ
て
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
に

つ
い
て
も
北
九
州
市
や
開
催
団
体
と

協
議
し
、
県
庁
で
も
部
局
横
断
的
に

取
り
組
み
た
い
。

市
町
村
に
お
け

る
福
祉
避
難
所

の
専
門
人
材
の

確
保
状
況
に
つ

い
て
尋
ね
る
。

Ａ　

現
在
、
35
の
市
町
村
に
お
い
て

３
６
５
の
社
会
福
祉
施
設
等
と
協
定

を
締
結
し
、
介
護
福
祉
士
や
社
会
福

祉
士
等
の
専
門
人
材
を
確
保
し
て
い

る
。
災
害
時
に
避
難
所
等
で
発
生
す

る
福
祉
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
昨
年
度
か
ら
、
県
社
会
福
祉
協

議
会
と
連
携
し
、
災
害
派
遣
福
祉
チ

ー
ム
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
の
チ
ー
ム
員
の
研
修

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
来
年
度
か

ら
は
、
総
合
防
災
訓
練
で
市
町
村
が

行
う
避
難
所
設
営
・
運
営
訓
練
と
連

携
し
た
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
活
動
訓
練
を
実
施

す
る
準
備
も
進
め
て
い
る
。

認
可
保
育
所
等

で
の
医
療
的
ケ

ア
児
の
受
け
入

れ
実
績
と
受
け

入
れ
促
進
の
取
り
組
み
、
お
よ
び
障

が
い
児
保
育
の
充
実
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ　

昨
年
度
の
受
け
入
れ
は
県
内

１
４
３
６
園
中
18
園
で
23
人
。
看
護

師
配
置
へ
の
補
助
制
度
が
拡
充
さ
れ

た
た
め
、
市
町
村
に
受
け
入
れ
促
進

を
要
請
し
た
と
こ
ろ
、
16
団
体
が
同

制
度
を
活
用
す
る
見
込
み
と
な
っ
て

い
る
。
障
が
い
児
の
保
育
所
等
へ
の

円
滑
な
受
け
入
れ
を
進
め
る
た
め
、

障
が
い
の
特
性
等
の
理
解
を
深
め
る

研
修
を
充
実
さ
せ
る
。
市
町
村
の
実

態
に
即
し
た
財
政
措
置
を
講
じ
る
よ

う
国
に
要
望
し
て
い
く
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
交
付
率

と
普
及
促
進
へ

の
市
町
村
支
援

に
つ
い
て
問
う
。

Ａ　

交
付
率
は
54
・
８
％
（
今
年
11

月
末
）
で
全
国
14
位
。
全
国
平
均
を

上
回
っ
て
い
る
が
、
一
層
の
支
援
が

必
要
で
あ
る
。
国
の
補
正
予
算
で
カ

ー
ド
普
及
促
進
の
経
費
が
盛
り
込
ま

れ
、
都
道
府
県
が
行
う
出
張
申
請
受

け
付
け
等
が
新
た
な
補
助
対
象
と
な

る
予
定
。
こ
れ
を
受
け
、県
が
直
接
、

商
業
施
設
や
企
業
等
に
出
向
い
て
受

け
付
け
る
経
費
７
千
万
円
余
を
含
む

補
正
予
算
案
を
提
案
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
２
月
か
ら
３
月
に
受
け
付
け

を
実
施
し
て
、
市
町
村
を
支
援
し
、

そ
の
負
担
軽
減
を
図
り
た
い
。

海
外
福
岡
県
人

会
と
の
交
流
に

つ
い
て
、
知
事

の
所
見
を
伺

う
。

Ａ　

今
年
10
月
に
ブ
ラ
ジ
ル
で
周
年

事
業
が
、
11
月
に
ペ
ル
ー
で
海
外
県

人
会
の
世
界
大
会
が
あ
り
、
３
年

ぶ
り
に
本
県
か
ら
訪
問
団
を
派
遣

し
た
。
世
界
大
会
に
参
加
し
た
際
、

「
県
費
留
学
生
事
業
」「
子
弟
招
へ
い

事
業
」
継
続
の
要
望
を
多
く
い
た
だ

い
た
。「
子
弟
招
へ
い
事
業
」
で
は
、

各
県
人
会
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
で
参
加
で

き
な
か
っ
た
子
弟
へ
の
配
慮
を
求
め

る
声
が
あ
り
、
今
年
度
は
枠
を
広
げ

る
。
中
止
さ
れ
た
年
に
参
加
予
定
だ

っ
た
８
人
が
来
年
１
月
に
来
県
す

る
。
両
事
業
は
、
今
後
も
継
続
し
て

い
く
。

福
岡
県
に
お
け

る
外
国
人
を
対

象
と
し
た
事

故
・
災
害
発
生

時
の
危
機
管
理
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ　

現
在
、
県
内
に
は
、
約
７
万
６ 

千
人
の
外
国
人
が
暮
ら
し
て
い
る
。

市
町
村
と
連
携
し
、
外
国
人
を
対
象

と
し
た
防
災
訓
練
の
実
施
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
や
避
難
所
に
つ
い
て
の
説

明
な
ど
、
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て

啓
発
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
県
の

多
言
語
の
観
光
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
速
や
か
に
事
故
や
災
害
情
報

を
発
信
し
て
い
る
。
多
言
語
対
応
ア

プ
リ
「
ふ
く
お
か
防
災
ナ
ビ
・
ま
も

る
く
ん
」
の
今
月
運
用
開
始
を
目
指

す
。

病
児
・
病
後
児

保
育
事
業
に
対

し
、
財
源
を
含

め
た
県
独
自
の

対
策
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、
知
事

の
考
え
を
問
う
。

Ａ　

病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
の
安

定
的
運
営
に
必
要
な
基
本
分
単
価
増

額
を
、
全
国
知
事
会
を
通
じ
、
国
に

要
望
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
昨
年

度
か
ら
制
度
が
見
直
さ
れ
、
補
助
基

準
額
の
充
実
が
図
ら
れ
た
。
ま
た
、

県
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
り
、

施
設
の
事
務
負
担
の
軽
減
や
稼
働
率

の
向
上
が
見
込
ま
れ
、
病
児
・
病
後

児
保
育
事
業
の
運
営
の
安
定
や
新
た

な
施
設
の
増
加
が
期
待
さ
れ
る
。
こ

う
し
た
取
り
組
み
が
施
設
運
営
に
ど

う
影
響
を
及
ぼ
す
か
、
今
後
、
実
態

を
把
握
し
て
い
く
。

八
木
山
バ
イ
パ

ス
の
４
車
線
化

が
完
成
す
る
ま

で
の
渋
滞
対
策

に
つ
い
て
、
国
と
県
の
一
体
的
な
取

り
組
み
を
伺
う
。

Ａ　

八
木
山
バ
イ
パ
ス
の
渋
滞
や
通

行
規
制
に
鑑
み
、
道
路
利
用
者
へ
の

情
報
提
供
が
よ
り
適
切
に
行
わ
れ
る

よ
う
、
国
や
県
な
ど
の
道
路
管
理

者
、
県
バ
ス
協
会
な
ど
の
道
路
利
用

者
、
交
通
管
理
者
で
あ
る
県
警
察
な

ど
で
構
成
さ
れ
る
「
福
岡
県
交
通
渋

滞
対
策
協
議
会
」
な
ど
で
議
論
を
深

め
る
。
さ
ら
に
、
取
り
組
み
の
実
効

性
を
高
め
る
た
め
に
も
、
八
木
山
バ

イ
パ
ス
の
道
路
管
理
者
で
あ
る
国
に

対
し
て
、
強
く
働
き
か
け
な
が
ら
、

国
・
県
が
一
体
と
な
っ
て
検
討
を
進

め
て
い
く
。

障
が
い
等
で
配

慮
が
必
要
な
こ

と
を
示
す
ヘ
ル

プ
マ
ー
ク
は
、

認
知
症
の
方
も
配
布
対
象
か
。
対
象

な
ら
、
生
活
支
援
を
行
う
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
に
周
知
す
る
こ
と
で
、
障

が
い
の
あ
る
方
へ
の
適
切
な
対
応
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ　

若
年
性
認
知
症
を
含
む
認
知
症

の
方
は
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
配
布
対
象

と
し
て
い
る
。
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

へ
の
周
知
は
、
認
知
症
の
方
だ
け
で

な
く
、
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
援
助

や
配
慮
に
つ
な
が
る
。
県
に
よ
る
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修
で
、
紹

民
主
県
政
県
議
団

民
主
県
政
県
議
団

松尾 嘉三
（春日市）

川端 耕一
（北九州市門司区）

吉村 　悠
（北九州市小倉南区）

※

こ
こ
に
掲
げ
て
い
る
質
問
は
、一
般
質
問
の
一
部
を

　抜
粋
し
た
も
の
で
、12
月
定
例
会
時
点
で
の
内
容
で
す
。

自
民
党
県
議
団

自
民
党
県
議
団

野原 隆士
（福岡市西区）

江頭 祥一
（嘉麻市）

樋口 　明
（福岡市南区）

中牟田 伸二
（春日市）

井上 博行
（福岡市博多区）

井上 正文
（宗像市）

𠮷田 健一朗
（古賀市）

髙橋 義彦
（飯塚市・嘉穂郡）

中村 香月
（久留米市）

佐々木 允
（田川市）

渡辺 美穂
（太宰府市）


